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市民のうごき
市 民 憲 z早:a::. 2月の納税

(昭和55年12月31日現在) 健康なからだをつくり

人 口 39，258人 +78 高い教養を身につける。
固定資産税

男 18， 716人 +44 0あらゆる機会をとらえ学習に励 (第二期)

女 20，542人 十34 む。 軽自動車税

世帯数 11，903世帯 +33 
0郷土の芸術を育て、文化財を大

切にする。 (随時)
面 積 240.93平方キロメートル
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第
一
五
九
固
定
例
市
議
会
は
、

昨
年
+
二
月
十
日
か
ら
二
十
固
ま

で
の
十
一
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ

ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
は
、
補
正
予
算
七

件
、
条
例
関
係
六
件
、
そ
の
他
十

会
件
の
二
十
八
議
案
と
請
願
一
件
、

出
陳
情
二
件
が
提
出
さ
れ
、
議
案
に

例
つ
い
て
は
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ

{
疋
れ
ま
し
た
。

同
月
司

4引
補
正
予
算
の
概
要

す義提訴

本
年
度
計
画
し
た
諸
事
業
は
、

佐

ほ
ぼ
予
算
化
し
て
お
り
ま
す
が
、

能

今
回
は
、
財
源
の
確
定
を
み
た
も

の
を
中
心
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

推
進
」
「農
林
業
の
振
興
」
「
消
防
施

設
の
充
実
」
な
ど
を
重
点
に
予
算

の
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

補
正
予
算

一
億
六
、
五
六
六
万

円
を
追
加
し
て
、
昭
和
五
十
五
年

度
の

一
般
会
計
予
算
総
額
は
、
ノ
四
億
七
、

八
九
三
万
円
と
な
り
、
前
年
同
期
に
比
べ
、

十
二
%
の
増
加
と
な

っ
て
い
ま
す
。

補
正
予
算
の
お
も
な
内
容
は
!
I
l
-
-

総
務
費
で
は
、
小
貝
集
会
所
、
富

久

保

雲

所
、
折
尾
集
会
所
建
設
工
事
貨
に
そ
れ
ぞ
れ

こ
九
五
万
円
、
蔵
川
集
会
所
建
設
工
事
費
に

一
、

一
八
五
万
円
。
こ
れ
で
本
年
度
は
、
建

設
中
の
西
谷
集
会
所
を
含
め
、
五
ケ
所
建
設

す
る
こ
と
と
な
り
、
コ
ミ

ュニ

テ
ィ
推
進
に

役
立
つ
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
業
費
で
は
、
冷
夏
長
雨
の
異
常
気

象
並
び
に
台
風
十
三
号
に
よ
る
被
害
農
家
に

対
し
、
農
作
物
災
害
対
策
事
業
費
補
助
金
七

六
八
万
円
を
、
ま
た
本
郷
糞
虫
複
合
言
屑
組

合
に
対
し
養
蚕
新
技
術
複
合
営
農
団
育
成

事
業
費
補
助
金
に

一
六
九
万
円
、
し
い
た
け

計
画
生
産
産
地
施
設
整
備
事
業
と
し
て
乾
燥

機
な
ど
の
補
助
金
に
二
二

O
万
円
な
ど
で
す
。

商
工
費
で
は
、
冷
夏
長
雨
対
策
と
し
て
中
小

企
業
振
興
資
金
融
資
預
託
の
追
加
三
O
O万

円
。

土
木
費
で
は
、
道
路
新
設
改
良
資
に
二
、
七

五
五
万
円
。

消
防
費
で
は
、
消
防
ポ
ン
プ
車
庫
及
び
詰

所
を
平
野
二
部

(大
根
)
、新
谷

一
部

(川
西
)、

粟
津
二
部

(八
多
浪
)、
南
久
米
三
部
(
梅
川
)

の
四
ケ
所
に
設
置
す
る
た
め
:

一六
O
万

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

教
育
費
で
は
、
小
学
校
六
校
、
中
学
校
二
校

の
電
話
を
単
独
電
話
に
改
め
る
費
用
に
一二
五

万
円
、
大
洲
の
先
党
者
墓
碑
調
書
印
刷
費
に

一
八
O
万
円
。

災
害
復
旧
費

(専
決
)
で
は
、
過
年
度
公
共

土
木
施
設
災
害
復
旧
費
と
し
て
、
白
杖
線
、

大
貸
小
蕨
線
な
ど
六
路
線
に
九

O
O万
円
、

現
年
度
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費
と
し
て

新
貫
小
屋
線
、
小
貝
恋
木
立
山
線
、
八
多
喜

田
処
線
、
天
貢
線
な
ど
十
三
路
線
に
四
、

一

八
五
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

生
フR

係

移リ

関

大
洲
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
改
正

今
回
の
改
正
で
次
の
場
合
は
、
単
身
入
居

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

イ
、
六
十
歳

(女
性
は
五
十
歳
)
以
上
。

口
、
身
体
障
害
者
で

一
級
か
ら
四
級

L

ハ
、
戦
傷
病
者
で
特
別
項
症
か
ら
第
六
項

ニ
、
原
子
爆
弾
被
爆
者
で
厚
生
大
臣
の
認
定

を
受
け
て
い
る
人

ホ
、
生
前
保
設
を
受
け
て
い
る
人

へ
、
海
外
か
ら
の
引
揚
者

(引
揚
後
五
年
未

満
の
人
)

大
洲
市
民
交
通
傷
害
保
障
条
例
の
一
部
改
正

市
民
の
皆
主
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
交
通

事
故
が
減
少
し
ま
し
た
の
で
、
昭
和
五
十
六

年
度
よ
り
、
現
行
の
六

O
O円
を
四
八

O
円

に
引
き
下
げ
る
も
の
で
す
。

そ

の

他

議

案

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
広
域
市
町
村
圏
組
合
の

設
立
に
つ
い
て

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
広
域
市
町
村
圏
協
議

会
、
八
幡
浜

・
大
洲
地
区
運
動
公
園
事
務
組

合
、
八
幡
浜

・
大
洲
地
区
観
光
セ
ン
タ
ー
事

務
組
合
、
八
幡
浜
・
大
洲
地
区
公
民
研
修
セ

ン
タ
ー
事
務
組
合
な
ど
四
つ
の
組
織
を
解
散

し
、
新
し
く
「
八
幡
浜
・
大
洲
地
区
広
域
市

町
村
圏
組
合
」
を
設
立
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
関
係
事
務
の
効
率
化
が
図

ら
れ
ま
す
。

市
民
交
通
傷
害
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

昭
和
五
十
六
年
度
の
「
市
民
交
通
傷
害
保

険
」
の
受
付
宣
言

一
日
か
ら
実
施
し
ま
す
。

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
、
各
世
帯
に
申
込
書

を
配
布
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
家
族
ぐ
る
み

で
加
入
し
、
万

一
の
交
通
事
故
に
備
え
て
く

だ
さ
い
。

加
入
者
資
格

市
内
に
住
ん
で
い
る
方
お
よ
び
市
内
に
通

勤

・
通
学
し
て
い
る
方
。
た
だ
し
、

一
人

一
口
で
す
。

保
険
料
一
人
四
八

O
円

(
一
年
分
)
。

支
払
わ
れ
る
保
険
金

最
高
八

O
万
円
(
死
亡
)

く
わ
し
く
は
、
総
務
課
交
通
安
全
係
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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昭
和
五
十
六
年
、
酉
(
と
り
)
年
も
明
け

ま
し
た
。

一
月
十
五
日
は
、
「成
人
の
日
」
で
す
。

今
年
は
、
昭
和
三
十
五
年
に
生
ま
れ
た
男
二

O
五
人
、
女

一
九
三
人
計
三
九
八
人
の
み
な

さ
ん
が
、
大
洲
市
で
川
れ
や
か
に
成
人
式
を

迎
え
ま
す
。

し
た
。

昭
和
二
十
三
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
、
こ
の

内国
民
の
祝

U
H
も
、
今
年
で
三
三
回
目
。

青
年
は
、
だ
れ
も
が
無
限
の
可
能
性
を
秘

め
、
そ
れ
に
挑
む
勇
気
を
持
っ
て
い
ま
す
。
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成人
おめでとう

来
た
る
べ
き
新
し
い
時
代
を
担
う
活
力
と
し

て
、
着
実
に
、
た
く
ま
し
く
育

っ
て
ほ
し
い

-
-
l成
人
式
に
は
、
そ
う
し
た
社
会
の
期

待
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

そ
う
し
た
期
待
に
、
成
人
さ
れ
た
み
な
さ

ん
は
ど
う
応
え
て
い
く
か
、
新
し
い
H

旅
立
H

に
あ
た

っ
て
考
え
て
み
た
い
も
の
で
す
。

男
女
を
代
表
し
て
、
次
の
二
人
の
方
に
、

成
人
と
な

っ
た
決
意
を
述
べ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

八

多

喜

楠

野

明

男

は
た
ち
|
l
t

「成
J
」
と
言
つ
で
も
ピ
ン

と
き
ま
せ
ん
。
現
に
、
高
校
を
卒
業
し
、
社

会
人
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
の
で

今
は
、
早
く
仕
事
を
自
分
の
も
の
と
し
、

一
つ
の
現
場
を
任
せ
ら
れ
る

一
人
前
の
技
師

に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
は
、

少
々
ハ
ー
ド
で
す
が
、
こ
れ
も
自
分
が
好
き

で
選
ん
だ
道
で
す
か
ら
、

一
生
懸
命
や
る
だ

け
で
す
。

成
人
と
な

っ
て
う
れ
し
い
こ
と
は
、
晴
れ

て
煙
草
も
吸
え
る
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
も
飲
め

る
こ
と
で
す
。
そ
の
反
面
、
二
十
歳
に
な
れ

ば
、
選
挙
権
も
で
き
、
法
律
上
も
一

人
前
に

扱
わ
れ
ま
す
の
で
、
自
分
の
基
礎
を
こ
れ
か

ら
少
し
つ
つ
築
い
て
い
き
、
人
に
迷
惑
を
か

け
な
い
社
会
人
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

平

里予

向

井

今
ま
で
の
こ
十
年
間
を
振
り
返
る
と
、
い

ろ
ん
な
こ
と
が
思
い
一
禅
か
び
ま
す
。

無
口
で
内
向
的
だ

っ
た
小
学
校
低
学
年
の

頃
。
少
し
友
達
も
で
き
、
少
し
ず
っ
し
ゃ
べ

り
始
め
明
る
く
な
っ
た
小
学
校
高
学
年
。
反

抗
的
で
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
た
中
学
生
の
頃
。

友
達
と
ワ
イ
ワ
イ
騎
ぎ
な
が
ら
も
、
ち
ょ
っ

ぴ
り
背
伸
び
し
大
人
の
ふ
り
を
し
て
み
た
か

っ
た
高
校
時
代・
.

こ
ん
な
私
の
成
長
を
、
喜
び
は
喜
び
と
し

て
、
悲
し
み
は
悲
し
み
と
し
て
、
見
守
っ
て

い
て
く
れ
た
両
親
。
父
が
母
が
い
て
く
れ
る

こ
と
が
、
私
に
と

っ
て

一
番
の
幸
せ
で
す
。

二
+
歳
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
小
さ
な
世

間
し
か
見
え
な
い
私
。
で
き
る
だ
け
、
心
に

バ
リ
ケ
ー
ド
を
は
ら
ず
、
素
直
に

い
ろ
ん
な

人
に
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
接
し
、

一
人
前
の

社
会
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

二
十
歳
l

国
民
年
金
の
ス
タ
ー
ト
/

イt

成
人
を
迎
え
ら
れ
た
み
な
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
か
ら
、
晴
れ
て
お

と
な
の
仲
間
入
り
、
あ
な
た
は
い
ま
、

一
人

の
社
会
人
と
し
て
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
の
で
す
。

選
挙
苧
乞
行
使
で
き
る
ほ
か
、
財
産
上
の

取
引
も
自
分
の
意
思
で
で
き
る
な
ど
法
律
上
、

一
人
前
の
お
と
な
と
し
て
の
扱
い
を
受
け
る

と
同
時
に
、
国
民
年
金
に
も
加
入
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

成
人
を
迎
え
た
ば
か
り
の
あ
な
た
に
と

っ

て
、
老
後
の
生
活

|

年
金
と
い

っ
て
も
、

ま
だ
ま
だ
遠
い
先
の
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
人
間
だ
れ
も
年
を
と
り
ま
す
。
老
後
の

設
計
は
、
若
い
う
ち
か
ら
考
え
て
お
く
の
が

賢
明
で
す
。
成
人
を
機
会
に
国
民
年
金
に
加

入
し
ま
し
ょ
う
。

農
林
漁
業
、
商
工
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

自
営
業
の
人
と
、
従
業
員
五
人
未
満
の
職
場

で
働
く
人
や
そ
の
家
族
な
ど
で
、
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
な
ど
の
公
的
年
金
に
加
入
し
て

い
な
い
人
は
、
必
ず
国
民
年
金
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

大
洲
市
に
お
い
て
も
、

一
万

一
、
六
0
0

人
が
加
入
し
て
お
り
、
福
祉
年
金
を
合
わ
せ

る
と
、
六
、

0
0
0人
の
方
が
年
間
十
五
億

円
も
の
年
会
品
を
受
け
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
で
老
後
を
豊
か
な
も
の
に
。
ま

た
、
交
通
事
故
等
で
障
害
者
に
な
っ
た
り
、

未
亡
人
に
な
っ
た
り
し
た
と
き
、
障
害
者
年

金
や
、
母
子
去
五
で
保
障
さ
れ
ま
す
。

一
ヶ
月
の
保
険
料
は
、
三
、
七
七

O
円
で

す
。

度
下
げ
れ

割
節
約
て

室
温
は
印
度
に
調
整
を

部
局
若
を
少
し
一昨
闘
に

し

て

、

う
。
暖
房
温
度
を

部
川
崎
の
沿
い
肢
は
十
八
度
以

上

に

ぱ

、
燃
料
費
は
約

し
な
い
w

こ
と
を
目
安
に
、

こ
ま

き

ま

す

。

め
な
協
度
制
節
を
行
い
ま
し

ょ
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新
し
い
民
生
委
員
決
ま
る

お

乃
名
に
委
嘱

お広報

各
地
域
に
お
い
て
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を

も
っ
て
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
努
め
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
よ
き
相
談
相
手
に
な
っ
て
い
た

だ
く
民
生
委
員

・
児
童
委
員
が
昭
和
五
十
五

年
十
二
月
一
日
付
を
も
っ
て
、
厚
生
大
臣
及

び
雲
媛
県
知
事
か
ら
委
幌
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
委
嘱
伝
達
式
及
び
退
任
民
生
委
員

・

児
童
委
員
感
謝
状
伝
達
贈
呈
式
が
、
十
二
月

九
日
、
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
新
旧
民
生

委
員
な
ど
一

O
O名
あ
ま
り
が
出
席
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

近
田
市
長
よ
り
、
「
民
生
委
員
の
方
々
に
は

福
祉
行
政
に
多
大
の
貢
献
を
願
う
な
ど
、
地

域
社
会
の
発
展
に
大
切
な
役
割
り
を
受
持
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」
と
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

新
し
い
民
生
委
員

・
児
童
手
正
員
は
、
次
の

七
十
九
名
の
方
々
で
す
。
ま
た
、
民
生
委
員

協
議
会
役
員
は
、
会
長
に
議
謙
太
郎
氏
、

副
会
長
に
土
居
貞
雄
氏
、
監
事
に
東
文
道
氏

谷
本
芳
文
氏
、
婦
人
部
長
に
渡
部
み
ね
子
氏

の
各
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
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大
洲
地
区

平
井
繁
義
(
大
洲
)
平
田
弘
(
大
洲
)

清
水
安
子
(
大
洲
)
池
田
賢
恵
(
大
洲
)

長
滝
ツ
ヤ
コ
(
大
洲
)
波
部
み
ね
子
(

柏
木
)
白
石
成
子
(
柏
木
)
岩
田
重

喜
(
西
大
洲
)

梶

谷
繁

一
(
西
大
洲
)

新
章
容

(高
山
)
歌
原
栄
(
阿
蔵
)

白
石
重
之
(
高
山
)
丹
羽
ノ
ブ
ヱ
(
中

村
)

北
林
ヨ
シ
カ
(
中
村
)

実
口
年

子
(
中
村
)
武
智
雪
子
(
中
村
)
藤

田
ト
モ
子
(
常
盤
町
)
浜
田
耕
造
(
若

宮
)
大
野
満
子
(
若
宮
)
吉
岡
友
陸

(
若
宮
)

篠
浦
謙
太
郎

(五
郎
)

尾

山
伊
佐
夫

(五
郎
)
梅
原
義
明
(
田
口
)

二
宮
崇

(
田
口
)
上
田
宗
良

(市
木
)

池
田
茂
雄

(徳
森
)

須

藤

誇

(
徳
森
)

平
野
地
区

東
文
道
(
平
地
)
菊
池
安
儀
(
平
地
)

福
山
勝

(平
地
)
永
見
宗
俊
(
野
田
)

佐
々
木
フ
ジ
子
(
野
田
)

南
久
米
地
区

梅
林
震
ム
J

(

古
ハ
)
土
居
貞
雄
(
梅
川
)

大
谷
詩
盛

(船
積
)
木
戸
ミ
ヤ
コ
(
長

谷
)

令

r茂
敬
(
黒
木
)

菅
田
地
区

谷
本
芳
夫
(
菅
田
)

有
友
武
司

(
菅
田
)

青
木
久
(
宇
津
)

野
戸
千
ず

(
菅
田
)

吉
田
善
子
(
宇
津
)

大

野
孝
子

(宇
津
)

矢
野
未
光
(
菅
田
)
成
津
富
衛
(
大
竹
)

大
川
地
区

石
河
直
子
(
森
山

栗
田
初
子
(
成
能

西
野
清
盟
友
(
森
山
)

除
家
道
子
(
蔵
川
)

西
山
義
長
(
蔵
川

神
ノ
倉
末
広

(蔵

柳
沢
地
区

山
崎
美
和
子

(柳
沢
)

山
崎
誠

(柳

沢
)
井
上
要
(
藤
縄
)
亀
本
春
子
(

田
処
)
徳
田
生
夫
(
田
処
)

新
谷
地
区

山
中
ム
メ
カ

(新
谷
)

大

宅
幸
雄

(新

谷
)
谷
本
長
幸
(
喜
多
山
)
阿
部
寅

夫
(
新
谷
)
大
野
時
明
(
新
谷
)
稲

田
和
子
(
新
谷
町
)
山
岡
秀
子
(
新
谷

町
)

河

野
宏
道
(
喜
多
山
)

梅
岡
邦

嘉

(
恋
木
)

三
善
地
区

冨
永
香
代
子

(
春
賀
)

熊
野
高
義

(東
宇
山
)

多
田
)

鎌
田
登

(
春
賀
)

中
野
ミ
サ
子
(

八
多
喜
地
区

菊
池
安
子

(八
多
喜
町
)
楠
野
八
千
代

(八
多
喜
町
)
水
本
勇

(八
多
喜
町
)

鶴
岡
通
利
(
八
多
喜
町
)
都
築
燕
彰
(

米
津
)
大
塚
コ
ギ
ク
(
手
成
)

上
須
戒
地
区

栗
田
清
見
(
上
須
戒
)
下
岡
俊
(
上
須

戒
)
政
所
サ
ワ
ヱ
(
上
須
戒
)
田
丸

章

(上
須
戒
)

こ
れ
か
ら
三
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

市
で
は
、
昭
和
五
十
五
年
度

職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

採
用
職
種
、
受
験
資
格
等
は
次

の
と
お
り
で
す
。

ヱ
室
長
人
員

事

務

職

員

男

約

十

名

技

術

職

員

男

一
名

幼

稚

園

教

諭

女

二
名

保

健

婦

女

二
名

看
諮
婦

・
助
産
婦
女
約
三
名

臨
床
検
査
技
師
男
女
二
名

寮

母

女

名

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

調

理

員

女

用

務

員

女

一…験斜路
v

…用
J

戦
線
ト

一一の…
…
費
一一陣脚期日前

V
資
格

-
事
務
職
員
l
昭
和
五
十
五
年
三
月
か
ら
昭

和
五
十
六
先
三
月
ま
で
の
聞
に
大
学
(
含

短
大
)
文
は
高
等
学
校
を
卒
業
も
し
く
は

卒
業
見
込
の
者

-
技
術
職
員
l
一
級
建
築
士
の
免
許
を
有
す

る
三
十
五
歳
ま
で
の
中
堅
建
築
技
術
者
。

・
幼
稚
園
教
諭
1
昭
和
五
十
五
年
三
月
か
ら

昭
和
五
十
六
年
三
月
ま
で
の
聞
に
幼
稚
園

教
諭
の
免
許
を
取
得
し
た
者
、
又
は
取
得

見
込
の
者

・
保
健
婦
、
看
諮
婦

・
助
産
婦
、
臨
床
検
査

技
岬
H
昭
和
三
十

一
年
四
月
一
百
以
降
に

生
ま
れ
た
者
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
免
許
を
有

す
る
も
の
、
又
は
昭
和
五
十
六
年
前
期
に

取
得
見
込
の
者

-
寮
母
1
昭
和
五
十
五
年
三
月
か
ら
昭
和
五

十
六
年
三
月
ま
で
の
聞
に
短
期
大
学
又
は

高
等
学
校
を
卒
業
も
し
く
は
卒
業
見
込
の

者

二五
名名

-
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
、
用
務
員
H

昭
和
四
十
六
年
三
月
か
ら
昭
和
五
十
六
年

三
月
ま
で
の
聞
に
高
等
学
校
又
は
中
学
校

を
卒
業
も
し
く
は
卒
業
見
込
の
者

※
本
市
に
在
住
す
る
者
(
昭
和
五
十
五
年
十

一
月
七
日
現
在
市
内
に
在
住
し
、
住
民
登

録
を
し
て
い
る
者
、
文
は
、
市
内
に
生
計

の
根
拠
を
有
し
、
大
学
等
に
就
学
中
の
者
)

※
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
で
、

地
方
公
務
員

法
第
十
六
条
各
号
の
一
に
該
当
し
な
い
者

V
試
験

-
第
一
次
試
験
:
:
:
昭
和
五
十
六
年
二
月
七

日
午
前
九
時
よ
り
市
民
会
館
で
、
教
養
試

験
、
作
文
試
験

・
第
二
次
試
験
:
:
:
第
一
次
試
験
合
格
者
に

対
し
て
二
月
下
旬
に
口
述
試
験
、
適
性
試

験
、
身
体
検
査
を
行
い
ま
す
。

V
受
付
昭
和
五
十
六
年

一
月
二
十
日
か
ら

一
月
三

十

一
日
ま
で
。
郵
送
の
場
合
は
、
一
月
三

十

一日
消
印
分
ま
で
で
す
。

申
込
用
紙
は
、
市
総
務
課
に
請
求
し
て
下

さ
い
。
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒

の
表
に
「
受
験
申
込
用
紙
請
求
」
を
朱
書

し
、
あ
て
先
を
明
記
し
五
十
円
切
手
を
は

っ
た
返
信
用
封
筒
を
必
ず
同
封
し
て
下
さ

V
そ
の
他

詳
し
く
は
、
市
総
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

〒
前
大
洲
市
大
洲
六
九

O
ー一

大
洲
市
役
所
総
務
部
総
務
課

宮
④
2
1
1
1
(
内
線
2
7
1
・
2
0
7
)
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の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

O
所
得
が
給
与
の
み
で
、
ほ
か
に
所
得
が
な

く
、
事
業
主
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が
、

一
月
三
十
一
日
ま
で
に
市
に
提
出
さ
れ
て

い
る
人
。

O
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務
署
へ
提
出

さ
れ
て
い
る
人
。

申
告
に
必
要
な
も
の

今
年
も
市

・
県
民
税
の

申
告
相
談

・
指
導
が
、

二

月
六
日
か
ら
三
月
十
六
日

ま
で
市
内
各
地
で
行
わ
れ

ま
す
。

い
つ
も
こ
の
時
期
に
な

り
ま
す
と
、
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
今
年
も
お
忘
れ

の
な
い
よ
う
に
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

α
・
県
民
税
の
申
告
書

⑦
印
鑑

③

医
療
費
等
の
控
除
を
受
け
る
た
め
の
領
収

書

④

社
会
保
険
料
、
生
命
保
険
料
の
領

収
汗

⑦
昭
和
五
十
五
年
分
源
泉
微
収
票

⑤
ぞ
の
他
控
除
に
必
要
な
領
収
書
証
明
書

申
告
書
の
提
出

月
ハ
口
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

増
改
築
さ
れ
た
場
合
は
・
・
:
・
・

3
固
定
資
産
税
係
よ
り

i

当
り
六
万
五
千
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

軽
減
さ
れ
る
期
間

新
た
に
課
税
さ
れ
る
こ
主
に
な

っ
た
年
度

か
ら
三
年
度
分
ま
で
。

震
苔
高
層
耐
火
建
築
物
で
あ
る
住
宅

新
築
住
宅
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
が
、
次
の
点

が
異
な
り
ま
す
。

マ
階
層
数
が
三
階
以
上
で
あ
る
こ
と
。

マ
家
屋
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
額
が
、
耐
火

構
造
に
あ

っ
て
は
、

一
，m
当
り
八
万
七
千

円
以
下
、
簡
易
耐
火
構
造
に
あ

っ
て
は
、

一
2m
当
り
七
万

一
千
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

軽
減
さ
れ
る
期
間

新
た
に
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
年
度

か
ら
五
年
度
分
ま
で
。

詳
し
い
こ
と
は
、
税
務
課
固
定
資
産
税
係

ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

新
昭
和
五
十
五
年

一
月
二
日
か
ら
昭
和
五
十

六
年

一
月

一
日
ま
で
の
聞
に
建
築
し
、

一
月

一
日
現
在
所
有
し
て
い
る
方
に
、
評
価
額
の

一
・
四
%
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
住
宅
建
設
の
促
進
を
図
る
た
め
、

昭
和
五
十
六
年

一
月

一
日
ま
で
に
建
築
さ
れ

次
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の
に
限
っ
て
、
新

築
住
宅
等
に
対
す
る
税
の
軽
減
措
置
と
し
て

税
額
の
二
分
の

一
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
が
設

け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

地 区 内容 | 期 日 場 所

大社Ii 相談 2月6日-21日 市民会館

平野 // 2月23日 連絡所

菅田 // 2月24・25日 // 

大川 // 2月26日 // 

柳沢 I// 2月27日 // 

新谷| | 2月28日
// 

3月2日 // 

三三t. // 3月3日 // 

八多喜 // 3月4日 // 

上須戒 1 0 1 3月5日 1 0 | 

中告指導 I 3月1日~附 |税務諜 | 
※H寺聞はいずれも 911キから1611、r-30分まで
です。 (2 )-J 16 11は休みます)

申告相談・指導日程表

申
告
の
必
要
な
人

昭
和
五
十
六
年
一
月

日
現
在
で
、
市
内
に
住
所

が
あ
る
人
で
、
昭
和
五
十

五
年
中
に
給
与
所
得
以
外

に
地
代
、
家
賃
、
配
当
、

農
林
漁
業
、

営
業
そ
の
他

の
所
得
の
あ
る
人
。

な
お
、
次
の
人
は
申
告

新
築
住
宅

マ
人
の
居
住
用
の
部
分
が
、
延
床
面
積
の
一

分
の

一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

マ
人
の
居
住
用
床
面
積
が
、

一
O
o
d
以
下

で
あ
る
こ
と
。

マ
家
屋
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
額
が
、

一
2m

こ
れ
ら
の
償
却
資
産
を
、
昭
和
五
十
六
年

一
月
一
日
現
在
所
有
さ
れ
て
い
る
個
人
ま
た

は
法
人
は
、
そ
の
所
在
、
種
類
、
数
量
、
取

得
時
期
、
取
得
価
格
、
耐
用
年
数
、
見
積
価

額
、
そ
の
他
償
却
資
産
課
税
台
帳
の
登
録
及

び
価
格
の
決
定
に
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た

昭
和
五
十
六
年
度
償
却
資
産
申
告
書
を
、

一

月
三
十

一
日
ま
で
に
、
市
税
務
課
ま
で
提
出

し
て
下
さ
い
。

詳
し
く
は
、
市
税
務
課
固
定
資
産
税
係
ま

で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

宮
④

2
1
1
1
(
内
線
2
1
5
)

お
す
み
で
す
か

償
却
資
産
の
申
告

償
却
資
産
と
は
、
土
地
、
家
屋
に
含
ま
れ

な
い
事
業
用
の
資
産
を
い
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
構
築
物
、
機
械
、
装
置
、
船
舶
、
車

両

・
運
搬
具
、
工
具

・
備
品
な
ど
が
含
ま
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
耐
周
年
数
が

一
年
未
満
の

も
の
、
ま
た
は
、
取
得
価
額
が

一
O
万
円
未

満
の
も
の
及
び
生
物
類
の
償
却
資
産
、
自
動

車
税
及
び
軽
自
動
車
税
の
対
象
と
な
る
車
綱

な
ど
は
除
か
れ
ま
す
。

昭
和
三
十
年
、
部
落
解
放
全
国
委
員
会
は

「
部
落
解
放
同
塑
と
名
称
を
改
め
ま
し
た
。

昭
和
三
十
五
年
に
は
、
部
落
住
民
を
中
核

と
し
、
全
国
民
運
動
を
め
ざ
す
「
全
日
本
同

和
会
」
も
結
成
さ
れ
、
こ
の
二
つ
の
運
動
団

体
は
、
部
落
問
題
の
抜
本
的
解
決
を
は
か
る

総
合
的
対
策
を
国
が
樹
立
す
る
よ
う
要
求
し

そ
の
結
果
と
し
て
、
こ
の
年
の
第
三
十
五
回

臨
時
国
会
で
、
同
和
対
策
」
番
議
会
設
置
法
を

全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

解
放
運
動
の
発
展

ま
た
、
昭
和
二
十
五
年
ご
ろ
か
ら
、
部
落

の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
を
高
め
、
差
別
か
ら

部
落
を
解
放
す
る
た
め
の
教
育
と
し
て

「同

和
教
育
」
が
組
織
的
に
す
す
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
部
落
問
題
は
、
部
落
の
人
々

だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
国
民
に

か
か
わ
る
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

戦
後
の
解
放
運
動
は
、
憲
法
で
保
障
さ
れ

た
国
民
の
権
利
を
、
生
活
の
中
で
具
体
的
に

実
現
し
て
い
く
働
き
か
け
と
し
て
発
展
し
て

き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
差
別
の

た
め
に
劣
悪
な
条
件
の
も
と
に
お
か
れ
て
い

た
部
落
の
住
宅
改
善
、
道
路
整
備
、
教
育
環

境
の
整
俺

健
康
増
進
な
ど
の
諸
施
策
は
少

し
ず
つ
実
現
し
て
い
き
ま
し
た
。

ずおお一(5)一広報
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コミュニティの輸を広げよう/

コミュニティ推進大会開く

大
洲
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
推
進
中
央
委
員
会
は

昨
年
十
二
月
十
九
日
、

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
で

各
地
区
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
推
進
者

三
O
名
が
参
加
し
、
昭
和
五
十
五
年
度
大
洲

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。こ

の
大
会
は
、

地
域
に
生
き
が
い
と
連
帯

感
が
あ
ふ
れ
る
生
活
の
場
を
築
く
た
め
に
進

め
て
き
た
実
践
活
動
を
通
じ
て
得
た
体
験
を 2月3日は節分

も
と
に
、
日
頃
の
問
題
を
研
究
討
議
し
、
新

し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
図
る
た
め
に

開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

会
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
優
良
者
表
彰

の
あ
と
、
県
教
育
委
員
会
の
藤
原
喜
久
利
先

生
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
と
公
民
館
の

役
割
」
と
題
し
た
講
演
が
あ
り
、
午
後
よ
り

各
地
区
の
実
践
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
野
地
区

A
7年
度
実
施
し
た
H

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
向

は
地
区
民
の
協
力
と
積
極
的
な
対
応
に
よ
っ

て
、
趣
味
の
展
示
会
、
肝
菜
な
ど
の
展
示
即

売
会
等
で
予
想
以
上
に
成
果
が
あ
が
り
、
っ

ミ
ユ
ニ
テ
ィ
の
輸
が
地
域
の
隅
々
ま
で
行
き

わ
た
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
新
し
い
住
宅
地

区
の
住
民
を
ど
の
よ
う
に
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
づ
く
り
に
参
加
し
て
も
ら
う
か
が
、
今
後

の
問
題
点
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

柳
沢
地
区

冷
夏
・
長
雨
で
通
常
の
年
ほ
ど
収
穫
が
な

い
こ
の
時
期
に
H

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
H

を
実

施
し
な
く
と
も
、
と
一
吉
う
声
も
あ
り
ま
し
た

が
、

一
方
、
こ
の
様
な
年
こ
そ
実
施
し
て
地

域
の
連
事
共
同
意
識
を
盛
り
あ
げ
よ
う
と

開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
関
係
諸
機
関

地
区
住
民
の

一
致
協
力
に
よ
り
、
予
想
外
の

好
評
で
、
近
年
に
な
い
人
出
で
賑
い
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
推
進
の

一
助
に
な
っ
た
と
考
え
て

い
ま
す
。

表彰されるコミュニティ推進者

こ
の
他
に
八
多
喜
地
区
、
市
受

暑

年

団

市
受
ロ
婦
人
会
、
地
域
農
政
推
進
協
議
会
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
践
活
動
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

こ
の
後
、
全
体
会
に
移
り
、

自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域
社
会
が
、

住
み

よ
い
も
の
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
は

誰
も
が
必
の
底
に
持
っ
て
い
る
願
い
で
あ
り

期
待
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
実
現
し
、
達

成
す
る
た
め
に
は
、
中
核
と
な
る
組
織
が
必

要
で
、
こ
れ
が
各
地
区
に
組
織
さ
れ
て
い
る

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
委
員
会
で
す
。

し
か
し
、

地
域
社
会
は
、
考
え
方
、
生
き

方
の
異
っ
た
人
々
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
大
会
で
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
ま

ず
共
通
理
解
と
い
う
前
提
に
立
ち
、

一
人
一

人
が
主
役
と
な
り
、
各
個
人
の
持
っ
て
い
る

能
力
や
技
能
を
地
域
社
会
に
提
供
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
永
続
性
の
あ
る
活
動
が
必
要
で

あ
る
な
ど
活
発
な
意
見
の
交
換
が
あ
り
ま
し

た
。な

お
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
優
良
表
彰
者
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視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
便
り

昭
和
五
十
六
年
度
に
購
入
し
た
凶
ミ
リ
映

画
フ
ィ
ル
ム
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

「
明
日
へ
の
構
図
」
(
同
和
教
育
)

「
母
を
生
き
る
」
(
同
和
教
育
)

「現
代
親
孝
行
を
考
え
る
」

「叱
っ
て
よ
い
時
わ
る
い
時
」
(
室
胎
教
育
)

「
ニ
ル
ス
の
ふ
し
ぎ
な
旅
」
(
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
)

「
こ
こ
ろ
」
(
家
庭
教
育
劇
)

「
わ
ら
し
べ
長
者
」
(
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
)

「花
と
も
ぐ
ら
」
(
ア
ニ
メ
ー
シ

ョ
ン
)

は
次
の
と
お
り
で
す
。

西
川
益
夫
(
肱
南
)
三
瀬
忠
道
(
肱
北
)

力
丸
敬
祐
(
肱
北
)
梶
谷
繁

一
(
平
野
)

尾
崎
春
雄
(
南
久
米
)
高
田
直
志
(
菅
田
ν

栗
田
英
武
(
大
川
)
泉
満
繁
(
柳
沢
)

矢
野
道
普
(
八
多
喜
)

菊
池
ア
ヤ
子
(
肢
南

・
人
命
救
助
)

若
宮
養
徳
館

市
立
博
物
館

市
立
博
物
館
で
は
、
本
年
度
第
三
次
展

し
て
「
若
宮
養
徳
特
集
展
」
を
一一一
月
二
十
九

日
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

義
徳
は
、
十
代
藩
主
加
藤
泰
済
に
仕
え
た

絵
師
で
、
当
時
の
大
洲
画
壇
を
隆
盛
に
導
い

た

一
人
で
す
。
養
徳
筆
の
軸
物、

扉
風
、
そ

の
子
晴
徳
の
作
品
な
ど
一三

点
を
展
示
し
て

い
ま
す
の
で
、
御
来
館
く
だ
さ
い
。

「
お
母
さ
ん
が
歌
っ
た
よ
」
(
親
子
愛
を
描
く

劇
映
画
)

一
か
ぐ
や
姫
」
(
ア
ニ
メ
ー
シ

ョ
ン
者
)

P
T
A
集
会
、
地
区
の
子
供
会
、
愛
護
班

活
動
な
ど
に
御
利
用
く
だ
さ
い
。

映
写
機
の
使
用
方
法
は
簡
単
で
す
。
当
セ

ン
タ
ー
で
指
導
い
た
し
ま
す
。
映
写
機
、

ス

ク
リ
ー
ン
も
無
料
で
貸
出
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
大
洲
市
立
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー

(中
央
公
民
館
内
)

宮
④
3
1
6
1



門口同
門年都

市
内
の
小
中
学
生
が
集
ま
っ
て
、

一
月
六

日
日
午
前
、
喜
多
小
学
校
で
「
新
春
書
き
ぞ
め

大
会
」

を
聞
き
ま
し
た
。
今
回
で
十
三
回
目

を
数
え
る
こ
の
大
会
の
参
加
者
は
、
毎
年
増

加
し
、
今
年
は
三
年
生
以
上
の
小
学
生
五

O

二
名
、
中
学
生
一
二
八
名
の
計
六
三
O
名
が

心
を
新
た
に
し
、
筆
を
運
び
ま
し
た
。

各
教
室
に
分
れ
、
先
生
の
指
導
を
受
け
、

小
学
生
は
楢
書
で
、
三
年
「
正
月
」
、四
年
「

早
春
」
、
五
年
「
進
歩
」
、
六
年
「
理
想
」
中
学

生
は
行
書
で
、
一
年
「
砂
丘
海
原
」
、
二
年
「

人
類
の
幸
福
」
、
三
年
「
初
志
を
貫
く
」
の
課

題
文
字
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
、
一
時
間
あ
ま
り
練
習
を
し
た

あ
と
清
書
に
移
り
、
文
字
の
上
達
を
願
つ
て

の
「
書
き
初
め
」
の
作
品
六
三
O
点
が
書
き

k- じI
ずおお一(7)，一広報

心
新
た
に
筆
を
運
ぶ

新
春
書
き
初
め
大
会

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

午
後
よ
り
作
品
の
審
査
が
、
小
中
学
校
の

先
生
に
よ
り
行
わ
れ
、
金
賞
三
十
四
点
、
銀

賞
七
十
点
、
銅
賞
百
七
点
を
選
び
ま
し
た
。

受
賞
作
は
、
市
内
小
中
学
校
で
巡
回
展
示
さ

れ
ま
す
。

金
賞
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
小
学
三
年
生

藤
江
真
由
美
、
冨
永
三
重
、
今
川
二
紀

(
以
上
喜
多
小
)
楠
崎
知
絵
、
佐
伯
恵

(
以
上
大
洲
小
)
西
岡
明
美
(
柳
沢
小
)

滝
野
静
香
(
平
小
)

マ
小
学
四
年
生

松
岡
普
紀
、
保
積
浩
二
、
藤
田
理
恵
、
須

内
弘
光
(
以
上
大
洲
小
)
山
下
真
季
子

井
上
祐
香
(
以
上
南
久
米
小
)
増
岡
綾
乃

小
五
年

あ
る
人
の
参
加
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
要
項

か

日
時

1
月
7
日
1
2
月
お
日
の
問
、
毎
週

ん

木

・
金
曜
日

に

せ

場
所
小
田
深
山
ス
キ
l
場

室

ま

佐
用
食
事
代
二

泊

言

ニ

ギ一
(己円

教

し

一
泊
一
百

一、ニ八口円

一

加

一

日
程

州

日
時
叩
分
よ
り
受
付

キ

参

一

日
時
ス
キ
ー
の
基
礎
知
識

ス

一

附

8
時
パ
ス
移
動

級

叩
時
ス
キ
l
研
修
、指
導

初

日
時
却
分
パ
ス
移
動

(
柳
沢
小
)

マ
小
学
五
年
生

祖
母
井
透
、
山
下
桂
子
、
上
野
知
子

(
以

上

喜
多
小
)
西
村
礼
子

(大
洲
小
)
成
田

美
穂

(平
野
小
)
矢
野
知
恵

(平
小
)

マ
小
学
六
年
生

小
野
優
子
、
山
内
淳
、
米
間
満
也

(以しし

喜
多
小
)
向
石
浩
(
大
洲
小
)
高
岡

由
美

(
柳
沢
小
)
都
県
幸
恵
(
平
野
小
)

マ
中
学

一
年
生

河
野
晃
久
、
白
石
ゆ
か
り
、
山
首
消
美

(

以
上
南
中
)
二
古
川
美
(
大
洲
北
)

マ
中
学
二
年
生

井
戸
文
代
、
後
藤
陽
チ

(以
k
点
中
)

中
岡
尉
江

(南
中
)

マ
作
品
参
加

小
学
三
年
中
川
千
年

(出
処
小
)

。
五
年
内
石
勝
宏

(上
須
戒
小
)

中
学
三
年

下

泰

子

(蔵
川
中
)

金賞に入賞した作品

国
立
大
洲
青
年
の
家
で
は

ス
キ
l
初
心
者
を
対
象
に
「

初
級
ス
キ
l
教
室
」
を
開
設

し
て
い
ま
す
の
で
、
関
心
の

自
で
見
る
市
政
教
室
に
参
加
し
て

久
米
婦
人
会

い
で
し
た
。

今
度
行
く
時
に
は
、
私
も
微
力
な
が
ら
「

何
か
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
い
な
あ
」
と
気
の
引
締
る
思
い
で
し

た
D

又
、
国
立
青
年
の
家
は
、
と
て
も
素
晴
ら

し
い
施
設
で
、

一
度
研
修
に
行
っ
て
み
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
全
会
員
の
者
が
参
加
し
、

ま
だ
ま
だ
見
て
な
い
他
の
施
設
へ
案
内
し
て

い
た
だ
き
、
も
っ
と
も
っ
と
市
政
に
つ
い
て

の
学
習
の
場
を
広
め
た
い
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。

十
二
月
十
五
日
、
私
達
久
米
婦
人
会
二
十

七
名
は
、
「
目
で
見
る
市
政
教
室
」
に
参
加
し

消
防
署
、
国
立
青
年
の
家
、
清
和
国
、
育
成

園
、
と
み
す
寮
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
の

施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

今
ま
で
は
、
名
前
だ
け
は
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
位
で
し
た
が
、
実
際
に
そ
の
施
設
の
状

況
を
見
た
り
、
内
容
の
説
明
を
い
た
だ
き
、

「百
聞
は

一
見
に
し
か
ず
」
の
戚

Z
強
く
し

い
ろ
い
ろ
の
面
で
よ
い
学
習
が
で
き
ま
し
た

特
に
、
と
み
す
寮
で
は
、
寝
た
き
り
老
人

の
方
や
、
お
む
つ
の
い
る
老
人
の
方
を
お
見

受
け
し
、
「
つ
ら
い
だ
ろ
う
な
あ
」
と
お
気
の

毒
な
気
が
し
ま
し
た
が
、
職
員
の
方
々
の
行

き
届
い
た
暖
か
い
お
世
話
や
看
護
を
拝
見
し

「
あ
り
が
た
い
事
だ
な
あ
」
と
頭
の
下
る
思

日
時
初
分
パ
ス
移
動

問
時
フ
ォ
ー
ム
研
究
他

木
曜
日
と
同
様
、
た
だ
し
、
研

修
後
の
パ
ス
移
動
後
解
散

申
し
込
み

H

窃
玉
日
の

一
週
間
前
ま
で
に
申

し
込
ん
で
下
さ
い
。
先
着
順
で
二
O

四
O
、
六

O
名
単
位
で
受
付
け
、
越

え
た
場
合
は
次
週
に
し
て
下
さ
い
。

一
泊
二
日
で
も
受
付
け
ま
す
。

(釦ii詳そし下く
さは:

。国

立
大

宮 H十|
④青
5 年
1 σ〉
7 家
5 ，こ
お
問

豊

川

泰

子

で
見
る
市
政
教
室
」
に
参
加
し
、
よ

い
勉
強
が
で
き
、
有
意
義
な

一
日
で
し
た
。
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新
刊
図
書
案
内

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
講
話
大
宅
壮

一
著

中
国
の
歴
史
1

陳
舜
臣
著

加
藤
周

一
著
作
集
4
・
5
巻
加
藤
周

一著
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水道管の と冬じたくと

水道管の と冬じたくミはできていますか。

気温がマイナス四度以下にな ると 、水道の水

が凍ったり 、水道管カ河政裂したりします。

とくに、屋外にあ ってむき出しにな ってい

る場合は、布ゃなわなどを巻き 、さ らにこの

上からビニールやテープを巻いて水道管を保
諮してくださしE。

水道の故障は次の水道組合ヘ

( 日1I1~ ・ 祭日の漏水修理)

当番目 h事E里にあたる業者 連絡先

2月1日 蔵田水道 j古 ft4-5968 

2月8日 中野管工事工業 ft4-3792 

2月11日 浜田ポンプ届 fi4-3086 

2月15日 星 加鉄工所 fi6-0065 

2月22日 土居鉄工所 fi4-4519 

3月1日 一 原 吾H又JL i龍 fi4-3783 一一
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